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４：達成度が高い ３：おおむね達成されている ２：あまり達成されていない １：ほとんど達成されていない

評価 № 質 問 項 目 平均 自己評価についての説明 評価 理由・意見

項目 と学校の考え

１ 学校は、学校教育目標（可能性に生きる） 昨年度 ◇教職員はそれぞれの立場で学 ・非常に先生方が協力して

学 達成に向け、ＰＤＣＡのもと組織的に取 3.34 校教育目標を念頭に置いて指導 向上させていこうという熱

り組んでいる。 今年度 している。 意が感じられる。

校 3 . 5 0 ◆全職員の意識をさらに高めてい ・教職員数が５４名という

きたい。 過 年 事でまとまらないこともあ

組 ２ 教職員は、協働して学年・学級経営を進 昨年度 ◇時間や労力を惜しまず、学年学 度 ると思うが、先生方のお話

め、生徒の望ましい集団づくりに努めて 3.64 級経営・行事・部活動に取り組ん 3.88 を聞いていると、春中の為

織 いる。 今年度 でいる。 3.89 に生徒の為にという視点は

3 . 7 8 ◆教職員の入れ替わりに応じた 同じで頑張っている様子が

運 連携や共通理解が求められる。 今 年 よくわかる。

３ 学校は、個人情報の管理や事故発生時の 昨年度 ◇危機管理の喚起がされ、意識 度 ・先生方の努力により組織

営 対応など、危機管理体制を整えて取り組 3.51 が一層高まった。。 4.00 が円滑に運営されていると

んでいる。 今年度 ◆教員の意識に差があるように思 思う。

昨年度 3 . 6 5 われる。個人情報の管理にはより ・常に高い評価を得ている

3.42 留意すべきである。 スポーツ・合唱祭・マーチ

今年度 ４ 学校は、清掃や掲示活動などを中心に、 昨年度 ◇清掃、掲示、壁のペンキ塗りな ングは維持するのは大変難

3 . 5 4 組織的に環境美化に努めている。 3.19 ど保護者、生徒の協力を得ながら しいと思う。生徒の協調性

今年度 努力している。 を学校全体でまとめている

3 . 22 ◆学年・学校としての清掃活動に 事・指導の素晴らしさを感

対する意識とその方法を改善し、 じた。

共通認識が必要である。

５ 学校は、授業秩序を整え、望ましい学習 昨年度 ◇各学年、一定期間の授業規律 ・生徒個人にバラツキがあ

態度の確立に努めている。 3.51 を再確認、タイム席・授業評価・挙 り、指導方法にはかなりの

学 今年度 手回数等への意識が高く、学習態 工夫が必要と思うが、前向

3 . 5 6 度で成果が見られる。 きに進めている。

習 ◆授業規律にバラツキがある。。 過 年 ・質問に対して多くの生徒

６ 教員は、生徒の実態に基づき、わかる授 昨年度 ◇全教科が授業研究を実施、指 度 が手を挙げてる事から内容

指 業の改善に努めている。 3.35 導力の改善に努めている。 3.66 の理解度を感じた。

今年度 ◆学校研修課題「学力向上」に向 3.62 ・合唱祭での事や生徒が見

導 3 . 3 7 け、さらなる研修を充実していく。 せる礼儀正しさを通して、

７ 学校は、少人数指導や学習相談などをと 昨年度 ◇基礎基本の習得を図り、確かな 今 年 よく学習指導がなされてい

昨年度 おして基礎基本の習得を図り、確かな学 3.21 学力の定着に努めている。 度 る。

3.36 力の定着に努めている。 今年度 ◆学力格差の改善のための研修 3.89 ・一人一人の個性を大切に

今年度 3 . 3 9 を工夫し、個々の指導をさらに充 し、その能力を最大限に引

3 . 4 4 実していく。 き上げようとしていると、

８ 学校は、家庭学習の充実のために取り組 昨年度 ◇家庭学習推進のための手立て 特に合唱祭の生徒の完成度

んでいる。 3.40 が工夫されている。さらに、取組の の高さに見ることができ

今年度 差を無くしていく。 た。

3 . 4 4 ◆学校・家庭の連携強化、家庭訪 ・教員と生徒との認識に若

問や学年保護者会等を活用し、協 干のズレがあるように思え

力体制の充実を図る。 る。



９ 学校は、人権教育や道徳教育などをとお 昨年度 ◇道徳授業、ふれあい講演会、人 ・思春期の生徒を預かる先

豊 して豊かな心を育てるよう努めている。 3.06 権作文、ボランティア活動等をとお 生には生徒に対する接し方

か 今年度 して、実践している。 が難しいと思うが、先生型

な 3 . 1 7 ◆道徳の授業が豊かな心を育む の意欲と情熱が生徒に反映

心 要の時間となるよう、さらなる研修 過 年 する事を願う。

と の改善が必要である。 度 ・学校へ行った時や道端で

態 10 学校は、生徒の自主的な活動を積極的に 昨年度 ◇教員、生徒、保護者とも学校行 3.63 出会った時の自然な笑顔や

度 取り入れた学校行事の充実に努めてい 3.70 事への評価は高く、生徒の達成感 3.68 あいさつ等に無理してつく

の る。 今年度 がよい伝統になってきている。ま ったものではない素直さに

育 3. 7 2 た、生徒主体となるような取り組み 今 年 触れうれしく思うことがあ

成 を常に工夫されている。 度 る。

昨年度 11 生徒は、あいさつや時間を守ることがで 昨年度 ◇心のこもった挨拶など、日常の 3.89 ・生徒たちの楽しそうな顔

3.20 きる。 3.12 生活に浸透している。 を見ると、先生方の指導が

今年度 今年度 ◆下校時刻など生徒自身が時間 あるのではないかと思う。

3.29 3 . 1 3 を守ろうとする指導の工夫が必要

である。挨拶への指導法の工夫。

12 生徒は、いじめや意地悪な行為をしない 昨年度 ◆SNS上の悪口やいじめのない、

で、互いのよさを認め合って学校生活を 2.94 思いやり・互いに認めあえる教育

送っている。 今年度 をさらに推進していく必要がある。

3 . 1 5 ◆言語環境の整備、生徒たちの

言葉遣いを指導強化していく。

13 学校は、施設・設備等の安全管理や生徒 昨年度 ◇安全教育部会中心に安心・安 ・部活に対する学校側の理

健 へ安全教育を進め、安心・安全な学校づ 3.38 全な学校づくりに努めている。 解があり、部活が活発に行

康 くりに努めている。 今年度 ◆施設・設備の老朽化 われており、大会にその成

3 . 4 6 より一層、日常の安全点検を心 果があらわれている。特に

・ がける。 過 年 音楽に対する学校側の努力

安 14 学校は、部活動を奨励し、生徒の心身の 昨年度 ◇部活動に対する意識の高さが 度 が感じられる。

全 向上に取り組んでいる。 3.81 生徒への良い成長を促し、教職員 3.81 ・学校近くにいくつか踏切

今年度 ・保護者・地域とも一体となり成果 3.80 があり、道路も狭く安全に

・ 3. 8 3 を上げ取り組めている。 対する学校の苦労を感じ

体 ◆若い指導者の研修の場を設定 今 年 る。

力 15 学校は、健康診断・薬物乱用防止等の健 昨年度 ◇薬物乱用防止講演会や学校保 度 ・部活の多彩な活躍ぶりに

康教育を計画的に行い、生徒の健康管理 3.79 健委員会など、計画的に実践され 4.00 脱帽である。春中生の無限

昨年度 と増進に努めている。 今年度 ている。特にスクールサポーター の可能性を感じる。それは

3.55 3 . 7 6 による情報伝達や講話は、効果的 先生方の能力の高さによる

今年度 である。 ものと思う。指導力と熱意

3.57 16 生徒は、登下校や校舎内外での安全を心 昨年度 ◇下校時、警備灯を持って職員が は他校の先生も脱帽なので

がけ、事故やケガのないよう努めている。 3.23 安全指導している はないだろうか。

今年度 ◆一部安全意識が低く、継続的な

3 . 2 4 指導が必要である。自転車での交

通事故防止の指導強化を図る。

17 学校は学校公開や保護者会などをとお 昨年度 ◇学校行事に対する呼びかけと ・先生方が多忙の中で保護

保 し、学校の教育活動に理解を深めてもら 3.62 参加率の高さ、土曜日参観の導 者、地域との連携に時間を

護 えるよう取り組んでいる。 今年度 入が理解の深まりとなっている。 さく事は大変なことであ

者 3 . 6 7 公開する全ての行事等で、保護者 る。その中で積極的な姿勢

・ からの意見を頂いている。 過 年 が生徒へもプラスに働いて

地 18 学校は、ホームページ、学校・学年だよ 昨年度 ◇各行事や生徒の活動をリアルタ 度 いる。

域 りなどをとおして積極的に情報を発信 3.75 イムで更新し（毎日）、積極的な情 3.88 ・学校はホームページ・学

と し、開かれた学校づくりに努めている。 今年度 報発信に努めている。また、すべ 3.96 校だより等を通し開かれた

の 3. 7 8 ての旅行的行事でブログ配信し、 学校づくりに努めている。

連 評価を得ている。 今 年 ・住民はほとんど春中卒

携 学校は、ＰＴＡや各種団体の活動に積極 昨年度 ◇地域の行事への参加やオース 度 で、伝統的に地域の中で春

19 的に協力している。 3.68 トラリア姉妹校交流会など積極的 4.00 中の存在は格別です。いろ

昨年度 今年度 な参加・協力に努めている。藤ま いろな機会に春中生のこと

3.68 3 . 7 2 つり・小学校運動会・駅前募金活 が地域でも話題になる。学

今年度 動等。 校でも積極的に地域に情報

3.73 20 学校は、保護者や地域等からの各種の相 昨年度 ◇組織的な対応に心掛けている。 を求めてくる。保護者にも

談・問い合わせに親身に応対している。 3.68 ◇地域からの指摘等も大切な情 増して近隣の人の方が熱心

今年度 報として真摯に受け止めている。 に春中生を見守っている。

3 . 7 6

全項目平均 昨年度：3.45 今年度：3.51




